
２．施策の現状分析

3．コストの推移（行政資源投入の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２５年度施策評価表
作成年月 平成26年８月

分野名（章） 健康で互いに支え合うまちづくり 分野（章）番号 3

担当課 保健福祉課 担当課長谷津　俊幸

１．施策の基本方針

施策目的
・保健・医療・福祉サービスの総合的な推進を図るため、国民健康保険制度の意識や重要性を啓発するとともに、国民健康保
険税の収納率の向上や医療費の適正化、生活習慣病予防などにより、国民健康保険制度の安定化に努め、町民の健康の
維持増進に寄与することを目的とする。

政策名（項） 保健・医療・福祉サービスの総合的な推進 政策（項）番号 Ⅳ

施策名（目） 国民健康保険事業の充実 施策（目）番号 ③

主
要
国民健康保険税収納率

目標

施策の概況

施策に対するニーズ等（具体的事項） 施策を取り巻く環境（社会環境，国・県の動向等）

・国民健康保険被保険者数は、年々減少している。
・国民健康保険被保険者のうち、51％が60歳以上である。
・1人あたりの医療費をみると、317,002円で、県内第23位と
なっている。

・国民健康保険法に基づき事業が展開されている。
・1人あたり医療費は、一般及び退職とも年々増加している。
・平成26年度より新たに70歳になる方の自己負担割合が変更
されることになる。

施策指標
（成果指標）

指標の内容
達成度（上段：目標　下段：実績）

Ｈ２３ Ｈ２４

94.%実績 94.6% 95.9% 95.36%

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ H27目標 備考（他団体状況含む）

達成率 101%

94.% 94.% 94.%

220千円実績 230千円 263千円 270千円

目標 225千円

達成率 120%

参
考
②
特定健診受診率

目標 61.% 61.% 62.%

参
考
①
1人あたりの保険給付額

98%

225千円 220千円

参
考
③

レセプト点検による再審
査での減額

目標 1,530千円

62.%

概算実績による。

実績 60.9% 62.3% 60.%

達成率

実績 1,395千円 1,398千円 1,067千円

達成率 69.7%

1,530千円 2,000千円

2,000千円

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

実績
参
考
④

目標

達成率

（実績） （実績） （予算） （実績） （当初予算） （見込み）

3,891千円 3,483千円 3,233千円 3,896千円 3,406千円 3,406千円

1,153,799千円

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金 1,143,724千円 788,952千円 718,620千円 770,267千円 754,051千円 754,051千円

県 支 出 金

事 業 費 1,566,753千円 1,192,954千円 1,103,743千円 1,202,129千円 1,153,799千円

千円

（ う ち 過 疎 債 ） 千円 千円 千円 千円 千円 千円

地 方 債 千円 千円 千円 千円 千円

千円

一 般 財 源 419,138千円 400,519千円 381,890千円 427,966千円 396,342千円 396,342千円

そ の 他 特 定 財 源 千円 千円 千円 千円 千円

従事者
数

正 職 員 2.45人/年 2.40人/年 2.55人/年 2.55人/年

22,066千円 22,066千円

臨 時 職 員

17,312千円 17,312千円

3.25人/年 3.25人/年

臨 時 職 員 2.00人/年 2.00人/年 2.00人/年 2.00人/年 1.00人/年 1.00人/年

1,519千円 1,785千円 2,000千円 1,895千円 2,000千円 2,000千円

2,956千円

ト ー タ ル コ ス ト 1,586,892千円 1,213,351千円 1,125,373千円 1,223,654千円 1,180,821千円 1,180,821千円

退 職 給 与 引 当 金 2,124千円 2,245千円 2,318千円 2,318千円 2,956千円

人件費
正 職 員 16,496千円 16,367千円



４．施策の評価

５．施策の課題

６．施策の方向性

【総合評価】　拡大、維持、縮小

　なお、「総合評価」については、Ｈ26の事業費とＨ27の事業費を比較したのみの評価と

なりますので、「次年度以降方針」の内容とは異なる場合があります。

　必ずしもこの事業費の比較の評価が事業内容に繋がるとは限りません。

ａ可能性は十分ある　ｂある程度可能である　ｃ可能性はあまりない　ｄ可能性はない

[説明]
・医療費の動向を把握し、医療費の抑制を図るための診療報酬の審査やジェネリック医薬品の推進、特定健診の受診
率向上に向けた取り組みを行うことで、ある程度成果を向上させることは可能である。

ａ貢献度は非常に高い　ｂ貢献度はやや高い　ｃ貢献度はやや低い　ｄ貢献度は低い

有 効 性 ａ達成度は非常に高い　ｂ達成度はやや高い　ｃ達成度はやや低い　d達成度は低い

の 評 価
[説明]

・国民健康保険税の収納率は95％台を維持し、県内でも高い収納状況である。1人あたり医療給付費やレセプト点検に
よる診療報酬の減額状況をみても横ばいに推移しており、また特定健診受診率についても60％を超えており、成果の
達成度はやや高い。

施策成果の達成度 ｂ

施策成果向上の可能性 ｂ

貢献度 ｂ

[説明] ・国民健康保険制度の安定的な運営を確保することが、町民の保健医療福祉の向上につながるため、貢献度は高い。

課題
・国民健康保険制度の安定的運営を確保するため、主要な財源である国民健康保険税の収納率の維持を図る必要がある。
・町民の健康維持と医療費の抑制につなげるため、生活習慣病などの病気の発症と重症化予防をめざし、特定健診等各種検
診の受診率向上が必要である。

次年度
以降方針

・国民健康保険の制度啓蒙と未収の方への督促を行い、国民健康保険税の収入確保を図
る。
・医療給付費の動向を把握し、医療費抑制の施策として、診療報酬の審査、ジェネリック医
薬品の推進、特定健診受診率向上に向けた取り組みを継続する。

総合評価

この施策の事
業費を「維持」
して取り組んで
いく


